三次元顔貌シミュレーションによる上顎前突患者の理想とする顔貌の評価 by 海老澤 聡一 et al.
と同じ認識 をもっている。








的 ・垂直的に変形 させ定量的に評価 し,自 己顔貌
に対 しての認知や理想顔貌のイメージに関 して,
矯正医 との差異を明らかにす る。
【対 象】上顎前突 と診 断された成人男性19名
(平均年齢27.4±5.4)とし,セ ファロ分析か ら
短顔型9名,長 顔型10名に分類 した。比較対照




位,下 顎5mm前 方,下 顎下方向3mm,下 顎5



















溝,Pogs部,Mes部の 前 方変 形 量 が少 な く,
sn-Stm間を相対的に短 くする傾向が見られた。
長顔群 は矯正医 と比較 してPogs部の前方変形量
が少なく,Sn-Stm間を相対的に短 くする傾向が
見られた。
【結 論】1.患者 は口唇の位置について矯正医
